（様式８）　１機関につきＡ４で３枚まで（共同実施機関が２社ある場合は９枚まで）で作成

（代表・共同実施機関（組織）としての略歴・実績等）
（１）事業プロモーター実施機関
会社名：　
代表者名：　
設立日：　西暦　　年　月
上場有無：　有（西暦　　年　月）　／　無
役員数：　　名
社員数：　　名（単独）／　　名（連結）
資本金：　　百万円（単独）／　　百万円（連結）
主要株主：　ＸＸ（　％）、ＸＸ（　％）、ＸＸ（　％）
主要取引銀行：
主要関係会社：
国の事業への関わり：
事業プロモーター実施機関としての概要：

（２）機関におけるファンド運用実績等
ファンド名：
ファンド規模：　　億円
内部収益率（ＩＲＲ）：　％
投資ステージ：　
投資件数：　　　件
ＥＸＩＴ件数：　　件（うちＩＰＯ　件、Ｍ＆Ａ　件）
運用時期：　西暦　　年　月～西暦　　年　月
補足事項：

（３）ＳＴＡＲＴプログラムへの関与

以上
記入要領、記入例は削除して提出ください





※主要株主の名称と持ち株比率を記載ください。





※官公庁などから補助金などをうけた実績がある場合は簡潔に記載ください。





※事業プロモーター実施機関のビジネスに関する概要、活動分野・内容等について記載ください。


※特に、ベンチャー設立支援、上場支援等を通じた新産業の創出、新規マーケットの開拓に関する事業がある場合は具体的に記載ください。





※最大１０件まで運用実績、組成中の取り組みなどを記載ください。


※個人として別の組織などでの実績は、（様式３）に記載いただきますので、本項は申請機関の実績を記載ください。


※補足事項には、ＳＴＡＲＴで設立するベンチャーへの投資機能について記載ください。その他、シード段階のハンズオン支援等の実績や、ファンド運営に関連する活動、制限等があれば記載ください。





※ＳＴＡＲＴを経験した者が在籍する場合、その活用や、さらに発展を行う組織の取り組みを記載ください。


※組織として２回目以上のＳＴＡＲＴプロモーター実施機関としての申請を行う場合、前回の活動期間における経験を踏まえ、さらに前進、進化させたいと考えている内容を記載ください。


※ＳＴＡＲＴ以外で、国等のベンチャー設立支援もしくは育成支援にかかる制度に携わった実績があれば記載ください。また、それらの経験をＳＴＡＲＴ事業プロモーターとして活かすことができる組織としての仕掛けがあれば記載ください。












